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      愛と憎しみ読書バリアフリー 

 

 

                    代表  皆倉 宣之 

 

本が好き。読書が好き。これは私の周りでも当たり前

の風景であり、それはあたかも意識せずして空気を吸

っているような感覚だといっていいかも知れません。本

を楽しむ、読書を楽しむというのは、誰にも邪魔される

ことのない権利です。憲法にその根拠を探ると幸福追

求権（１３条）に行き着きます。それは単なる受動的な

ものではなく、読書する環境の整備を要求するものへ

と高まっていきます。図書館の存在はその極地かも知

れません。ここまでは私たち大多数の者たち、言い換え

れば健常者の常識と言っても過言ではないでしょう。 

  ところが、このような常識に対して最近「読書バリア

フリー」という観点から、痛烈な批判が浴びせられる出

来事が起こりました。そのきっかけは、去る７月に発表さ

れた第１６９回（令和５年上半期）芥川賞に選ばれた、

市川沙央さんの『ハンチバック』（文芸春秋）です。こ

の作品に関する評価は様々な観点からなされています

が、私がここで取り上げたいのは、小説の中で鋭く怒り

を持って告発がなされている、「読書バリアフリー」のこ

とについてです。 

著者の市川さんは、先天性ミオパチー（生まれなが

らに筋力低下に関わる症状を認める疾患）という難病

を患い、人工呼吸器の世話になりながら執筆活動を続

けています。筋力の低下により紙の本は重たくて持てな

い、ページをめくれない、ましてや書店へ行って本を買

うこともできない、といった不便さを突き付けます。だか

らこそ障害者である主人公は怒りをぶつけます「紙の

匂いが、ページをめくる感触が、左手の中で減っていく

残ページへの緊張感が、などと文化的な香りのする言

い回しを燻らせていれば済む健常者は呑気でいい。出

版界はマチズモ（健常者優位主義）です」と。 

  ２０１９年に「視覚障害者の読書環境の整備の推進

に関する法律（読書バリアフリー法）が制定されました。

視覚障害者や発達障害者、寝たきりや上肢障害のた

め、本が読みづらい身体障害者の読書環境を改善す

るための法律です。そこには電子書籍の出版を奨励す

る施策の推進も入っているはずですが、出版界の取り

組みは読者が読みたいと希望する本のデジタル化に

はほど遠いようです（特に絵本や学術書など）。 

私たちは市川さんの問題提起を 

重く受け止め、読書における 

障害者と健常者との間の壁を、 

できるだけ低くしていくように 

頑張りたいものです。 
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バッジつくりにご協力ください 
中央図書館読書まつりのバッジを 

一緒に作りませんか 

日時 ： 2023年 10月 1日（日） 

10：00～14：00 

ご都合のいい時間帯で構いません。 

詳細は12頁をご覧ください。 

 

 

読書会 「俳句の本を読む」（第67回） 
日時：2023年10月8日（日） 14時～16時 
会場：中央図書館 グループ研修室 
課題本：『俳句いまむかし』 
坪内 稔典（毎日新聞出版）2020.8出版 

千葉市図書館に３冊所蔵 
問い合わせ先：○○○○ 

(前回の報告は 8頁) 
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としょかんふれんず千葉市 図書館見学記 

佐倉市立佐倉図書館と佐倉順天堂記念館  2023年 8月 9日（水曜日） 

                             参加者 16 名 

 

佐倉市は国立歴史民俗博物館の町との思いが強く

今回の図書館見学も千葉市の隣の町の図書館と気軽

に出かけた。 

 

 

人口17万人の佐倉市。佐倉市立の図書館は志津

図書館、佐倉南図書館、そして2023年3月、リニュー

アルオープンした佐倉図書館と分館１、図書室２。移動

図書館車（さくらおぐるま号）一般ステーション10。学

校ステーション２。 

 

（ 

今回の見学はリニューアルオープンした佐倉図書館。

佐倉市は2016年、日本遺産「北総四都市」（佐倉-政

治・学問 成田-信仰・観光 佐原-商業・水運 銚子-

漁業・港湾）に認定された。これは江戸を支え、江戸の

影響を受けながらも独自に発展し、今も江戸の情緒が

残されている都市とのこと。佐倉図書館はこの江戸時

代栄えた成田街道沿いにあり、新町界隈はかつて繁

華街であったと思われる。 

 

 

佐倉図書館の正式名称は「佐倉市立佐倉図書館

等新町活性化複合施設・夢咲くら館」という長い名称。

確かに道路沿いの入り口の『門』は当時の町奉行（？）

のようであり、建物に入るとすぐに江戸時代の古地図

が印刷された床が目についた。踏んでいいのですか？

と思わず聞いてしまった。壁に掲示されたこの古地図

の説明によるとこれは「一分一間・佐倉絵図」（成田山

仏教図書館蔵）、1853年（嘉永6年）浅見七兵衛が

書いた実測図とある。 

縮尺は 、一分（約

3mm ） が 一 間 （ 約

1.8m）の長さとして描

かれていることから約

1/600である。 

 

 

出迎えてくださった複合施設長兼図書館長さんは床

に印刷してある地図を見ながら、道路など今と変わり

なく、新町はここ、図書館はこのあたりでしょうかと説明

された。 

 

 

図書館は地階。

中に入ると部屋の

北側は斜面を切り

開いて光を採り入

れた明るい大きな

ガラス戸になって

いてここから外に

出ることもでき、テ

ラスになっている。 

ここで飲食もできる。地下の図書室という暗い感じはし

なかった。 

私たちは図書館の一番奥にある学校の授業などに

使われる部屋で、館長さんの説明をお聞きした。その

内容は次の通り。 

職員構成は「夢咲くら館」として正規職員9名、 

図書館職員6名（うち司書1名）、 

王子台の臼井公民館図書室2名、 

佐倉を学ぶフロア（2階）に学芸員として1名。 

志津図書館の職員8名（うち司書3名）、 

佐倉南図書館の職員5名（うち司書2名） 

佐倉図書館全体の会計年度任用職員は19名。 

この内佐倉図書館は12名。志津図書館は7名。 

開館時の蔵書数は108,208冊。 

自習席は29席、利用できる時間は2時間。 

閲覧席は152席、絵本・児童書コーナーは40席。 

図書館の開館時間は午前9時～午後8時。 

（分館、図書室は午前9時～午後5時） 

 

 

館内は一般書エリア、絵本・児童書エリア、大人も子

どもも楽しめるおすすめ本コーナーなど、本に誘う工夫

がされていた。私たちが見学に到着した9時過ぎには

何人かの大人の利用者が読書を楽しんでいたが時間

佐倉市の図書館運営 

日本遺産 「北総四都市」 

佐倉市立佐倉図書館等新町活性化複合施設・夢咲くら館 

図書館は複合施設の地階 

子育て交流センターと図書館の仕事 

床の古地図の説明を聞きました 

避難路にもなっている明るい地下
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が早かったこともあって小中学生の姿は夏休み中だが

少なかった。この図書館と同じフロアには「子育て交流

センター」が設けられ、図書館を主体とした子育て機能

の充実を図っているとのことであったが、おはなし会な

どは図書館司書（職員）の担当ではなく子育て交流セ

ンターの担当との事。やはり本と子どもをつなぐストー

リーテリングとおたのしみの会とは理念が違うのではと

思った。話の中

で館長さんは

「若い世代の

人がここを訪ね

てきてほしい」

と言われてい

た。 

 

 

エレベーターで2階に。学芸員の方が佐倉の歴史資

料展示とレファレンスにあたっていた。歴史の町佐倉の

資料は分散されていて膨大。それをここで資料収集と

資料のある場所の確認・発信など、とてもやりがいのあ

るまた大変な仕事なのではと忖度した。見学日は夏休

み中だったがここの利用者もまだ少なかった。 

ここで持って歩ける佐倉市教育委員会発行・佐倉市

文化財リブレット（改訂版）『めぐる、たずねる、しる佐

倉』をもらった。この小冊

子の巻末には「さらに詳

しく佐倉の文化財、歴史

について知りたい方は、

こちらの本を参照してみ

てください。書店にない

本もありますので佐倉市

内の図書館をご活用くだ

さい。」と主要参考文献

と共にこの一文が記され

ていた。 

 

昼食後、「佐倉順天

堂記念館」見学の集合

時間まで三々五々、国

立歴史民俗博物館、く

らしの植物苑へ行くグ

ループなど、暑さに負け

す貪欲に歩いた。 

 

 

佐倉順天堂記念館で

はあらかじめ役員からお

願いしてあった「文化財

ボランティアガイド佐倉」

の方たちの説明を受け理

解を深めた。 

佐倉城には築城から

明治に至るまで258年

間多くの大名が統治にあたった。中でも堀田家の功績

は大きく、幕末の藩主堀田正睦は藩政改革に力を入

れ藩校の成徳書院を拡充。蘭学を中心とする洋学を

積極的に取り入れ、江戸で活躍していた佐藤泰然を招

聘。1843年（天保14年）泰然は蘭医学塾兼診療所

を開き佐倉順天堂の先駆けとなった。 

 泰然は西洋医学による治療と医学教育を行い佐藤

尚中はじめ明治医学会をリードする人々を輩出した。 

ボランティアガイドの方はこれらの人々の人脈まで大変

詳しく話されて佐藤志津の話などつい聞き入ってしまっ

た。記念館の中は当時の手術道具や手術の様子など

が展示されており、

今に至る医学の進歩

を有り難く思った。こ

の記念館を出る時

「やはり上に立つ人

の大切さが分かっ

た！」と誰かがつぶや

いた。 

 

このたび、新しい図書館を見学したいとの仲間の声

で、佐倉の図書館ということになった。取り寄せられ

た資料を見ると、そこには｢佐倉市立佐倉市立佐倉図

書館等新町活性化複合施設・夢咲くら館｣とあった。

｢複合施設｣との表示が気になったが、企画、実行。 

 参加して感じたこの複合施設は、千葉市が行いつつ

ある社会教育施設の縮小に伴う図書館と公民館の複

合を目的としたのではなく、歴史あるまちを市民がも

っと意識してみんなで歴史を繋いで行こうとの思い

から図書館を中心に複合化され、建てられた施設だと

思った。現に運営には小学生から高校生までできる所

で参加し、その様子が展示されている。館長さんが若

い人に来てほしいと言われていた言葉の意味が良く

分かった。そうです歴史は若者が作って先輩はそれを

育むのですから。（運営委員） 

2階 佐倉を学ぶフロア 

佐倉順天堂記念館 

子育て交流センター 

朝顔展まで木陰を散策 

手術器具の説明をするボランティアガイド 

佐倉市ホームページより 

佐倉順天堂記念館へ 
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今年度から中央図書館長となった佐久間氏は、４月に

花見川図書館が複合施設としてリニューアルオープンし、

７月には自動貸出機の運用がはじまったこと、打瀬分館

が空調設備改修工事のため、７月４日から臨時窓口を開

設したとあいさつした。 

 

（1） 令和4年度千葉市図書館の評価(案)について 

  図書館の内部評価が行われ、その後６月２９日外部

評価部会にて外部評価（案）が検討された。 

  内部・外部評価ともに「図書館サービスの基本的な

取組事項」はＢ評価、「令和４年度主要事業」は４項目

ともＡ評価としたと説明があった。 

 

〈外部評価（案）についてのコメント〉（細川部会長） 

・「図書館サービスの基本的な取組事項」 

新規登録者数と来館者数が前年比増で評価でき

るが、全体的にコロナ禍前の水準となるようサービ

ス充実が求められるためＢ評価とした。今後、図書館

資料費の大幅な増額は難しいと思われるので、寄贈

による収集にも努めていただきたい。 

・「令和４年度主要事業」 

① 花見川図書館の改修（こてはし台公民館との複

合化） 

複合化は、利便性を考えると一つの方向性を示

すものと理解できるが、今後も図書館機能を維

持できるよう進めていただきたい。 

② 電子書籍サービスの充実 

今後、コンテンツの充実や紙の書籍との割合な

ど、市民ニーズを踏まえて検討していただきたい。 

学校現場では、ギガタブを使って利用できるよう

になると、朝読書や授業が充実する。図書館の

利用登録をしていない児童生徒には、登録なし

でも電子書籍を利用できる体制づくりの検討も

お願いしたい。 

③ 市民インタビューによる記憶の保存  

④ 地域情報サービスの充実 

今後は収集・保存するテーマ及び内容が体系的

なものとなるように、また地域情報アーカイブ化

計画の策定や実行は新たな業務であるため、職

員を増やして対応するなど検討をお願いしたい。 

〈意見・質問〉   委…協議会委員  図…図書館 

委：電子書籍は費用がかかるので、外部評価にもあった

ように、電子書籍のための資料費は別に設けてほしい。 

委：年間受入図書資料数は購入が約60％、寄贈が約３

７％で、寄贈が３分の1以上を占めているのは気になる。 

委：学校内でのギガタブによる電子書籍の利用について、

大宮中学校で令和4年度に試験的に行われたとのこ

とだが、他校での実施は？ 

図：ギガタブによる電子書籍の利用について、学校連携と

して小・中学生皆が使えるようモデル校で検証してい

る。図書館利用登録がない子どもたちについては、ＩＤ、

パスワードを学校教育用として配布し、全員が利用で

きることを目指している。大宮中の他、おゆみ野南小、

源小で実施した。この結果を踏まえて、大規模校の小

中台小と花園中で実施し、大規模校での先生方の負

担などを検証して一括導入の体制を考えたい。 

 

（2） 令和５年度千葉市図書館のサービス取組項目及び

評価指標（案）について 

令和５年度評価のための取組項目と評価指標の審議

にあたり、まずは図書館から主要事業6項目などについて

説明があった。 

〈意見・質問〉  

委：「学校レファレンス用カード」のアンケートでは、貸出冊

数が多いとさらによい、予約が可能で近くの図書館で

借りられるとさらによいとある。公民館図書室での受

取りもできればいいと思った。 

委：リニューアルした花見川図書館を見学し、職員の方が

大変努力されて、コンパクトだが使いやすい工夫がさ

れていた。若葉図書館も同じように、職員の意見を反

映させ、また市民の生の声を聞いて、よい図書館を整

備してほしい。 

図：若葉図書館については、基本計画策定を進めていると

ころ。いずれかの段階で図書館協議会皆様のご意見

を頂ける場を設けたい。また、職員の意見聴取も十分

に対応していきたい。 

委：新規登録者を増やす工夫は？ 

図：コロナ禍で非接触、非対面が主流だったが、現物の本

との出会い、おはなし会や企画展示などを積極的に展

開したい。図書館未利用者に足を運んでいただくこと

令和 5 年度第 1 回千葉市図書館協議会  

2023年7月27日（木） 10：00～11：15      千葉市消費生活センター3F研修講義室 

協議会委員9名（欠席1名）   図書館職員１2名   傍聴9名 

 

傍聴記 
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は非常に難しく、有効なツールはＳＮＳだと思うので積

極的に行って働きかけをしていきたい。 

委：図書資料費の予算と決算について、過去数年、予算額

より決算額が相当少なくなっているが、その事情は？ 

図：予算額と決算額の差は、市で予算額のうち何％を留

保するという取組みをしており、予算全額を使用でき

ないため。 

令和５年度の図書資料費は紙資料83,862千円、電

子書籍8,282千円で総額92,144千円。これは前年

度比4,452千円の減。なお、令和4年度は国から

7,778千円のコロナ交付金があったが、今年度は0円。 

委：コロナ交付金は、電子書籍のために使われる予算とい

うことか。 

図：そのとおり。 

図：交付金がなくなっても前年度を超えられればよかった

が、現状維持はできている。 

委：連日暑い日が続いていると、図書館になかなか行け

ないし、子どもたちは部屋で過ごす形になる。今、子ど

もたちが本離れしているのであれば、本を読む習慣を

つける上でも電子書籍をさらに充実してほしいが、予

算配分が現状維持でよいのか、検討が必要。 

委：6月７日の東京新聞朝刊に、全国の公立図書館の約

76％が非正規（日本図書館協会の調査）で、自治体

によっては低賃金で不安定な雇用が続いているという

記事があった。実施計画が「誰もが利用しやすいサー

ビス環境の実現」を目指しておきながら、職員の負担

が増えていくことは問題で、それなりの対応がなけれ

ば職員も立ち行かない。今後の達成目標の中に、正規

職員を増やす等も検討していったほうがよい。 

委：「地域行政資料の収集冊数」の達成目標は現状維持

となっているが、令和4年は3年度より少し実績が落ち

ている。それにもかかわらず現状維持とされた理由

は？ 

図：行政資料については、昨今電子化が進んでいる状況

であり、公共図書館の役割として、千葉市の地域に関

係する資料の収集というのは非常に大切な仕事。地域

行政資料の収集冊数は減少傾向にあるが、現状維持

を目指して少し高めの目標を設定して取り組んでいき

たい。 

委:地域情報をアーカイブ化しインターネットで公開した際

には、そのアクセス数を把握し、市民の関心がどのよう

なところにあるのかを追跡して今後の方針に反映させ

てほしい。 

 

（3）（仮称）千葉市図書館地域情報アーカイブ化計画

（第1次）（素案）について 

本計画構成案は令和４年第２回図書館協議会（令和５

年３月）で示された。そこでの意見を反映するため、吉野

委員長と細川委員から指導、助言を受けながら計画素案

を数か所修正したと説明があった。 

委：アーカイブ化計画を見ると、紙媒体だったもののデジ

タル化が主と思われますが、ボーンデジタル資料

（初めからデジタルデータとして作成されたコンテン

ツ）については計画に含んでいるか。 

図：ボーンデジタル関係の課題については認識している

が、行政資料となるとかなり大きい話になる。千葉市

は総務局が歴史的公文書の保存を進めている。現

段階での計画ではボーンデジタルについては触れ

ていないが、調整など必要になれば計画の見直しの

中で考えていきたい。 

委：千葉市の変遷について、過去には広報課が変わりゆ

く千葉市の写真をかなり撮っていたが、今は取り組

んでいないと思われる。身近な歴史は捉えていく必

要があり、検討いただきたい。 

 

  協議会では電子書籍や図書資料費、正規職員の増員、

移転し複合化される若葉図書館などについて貴重な意見

が出ていた。図書館をはじめとする行政は、これらについ

て丁寧に取り組み、特に若葉図書館の今後については、

図書館業務に精通する職員や市民の意見をしっかりと反

映させてほしい。図書館からは「若葉図書館については、

いずれかの段階で図書館協議会の意見を頂ける場を設

けたい。また、職員の意見聴取も十分に対応していきた

い。」と回答があったので、その動向を見ていきたい。 

図書資料の寄贈については、努めてほしいという意見

と、現状でよいのかという意見が出ていた。現状の寄贈 

３７％という割合はあまりに多く、このことが続くことは問題

である。 

また、予算額と決算額の差は留保する仕組みになって

いると説明があったが、市民としては腑に落ちず、もう少し

詳しく聞きたかった。 

そして、地域情報サービスの充実については、地域資料

は長年経過した時に非常に貴重な資料になるとの意見が

あった。現在の市民に役立つことはもちろん、 

将来を見据えた資料の保存が 

着実に行われるよう「千葉市図 

書館地域情報アーカイブ化計画」 

が果たす役割は大きく、その策定 

には力を注いでもらいたい。  

（運営委員） 
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夏休みの恒例企画、中央図書館「親子図書館たん

けんツアー」が７月２８日（金）午前・午後の２回行われ

ました。 

昨年に引き続き、中央図書館から「としょかんふれん

ず千葉市」に協力者としてサポートの依頼があり、各回

2名の会員が協力しました。 
 

【たんけんツアーの流れ】 

おはなしのへやで受け付け後、出発。 

まず1階フロアで、入り口の企画展示やＣＤやＤＶＤ

など視聴覚資料を貸し出すＡＶ（オーディオビジュアル）

コーナーを見学。 

障害者サービスコーナーでは、点字に触れ、ＣＤによ

る朗読を聞きました。拡大読書器は本の画面が大きく

なるだけでなく、白地に黒い文字より、黒字に白い文字

の方がはっきり見える人もいるので、文字の色が変わ

る機能があることなど、障害に応じた読書サービスに

ついて担当職員のお話を聞きました。 
 

児童フロアでは、28か国語の外国語の本があること、

絵本には「Ｅ」、千葉県の本には「Ｃ」、ＹＡ（ヤングアダ

ルト）には「Ｊ」のアルファベット（請求番号）がついてい

ることを知りました。千葉市図書館での本の並び方は、

絵本は絵を描いた人の名前、物語は作者の名前、紙芝

居はタイトルがそれぞれあいうえお順に並んでいること

や、貸出ができない館内閲覧マークについての説明な

ど、みんな熱心にメモを取りながら聞いていました。 
 

児童コーナー体験「この本をさがせ！」 

子どもの参加者それぞれに、「21〇 日本の歴史」

「49〇 からだ」「44〇 宇宙・星」など違うテーマが与

えられ、テーマに沿った本を2冊探しました。書架の番

号を見ながら本を探し当てると嬉しそうでした。 
   

2階フロアでは、レファレンスカウンター・地域コーナ

ー・空中地図写真・新聞コーナーを見て回りました。 

レファレンスについての説明があり、将来レファレンス

という言葉に抵抗なく利用できる大人になるかもしれ

ないと期待しました。 

 地域コーナーでは中央図書館にある一番古い雑誌と

書籍が紹介されました。 

新聞コーナー体験「誕生日を調べよう！」 

新聞の縮小版で自分の生まれた日の新聞を探し、

その日の記事や天気などについて話していました。 
 

その後、普段は入れないバックヤードへ移動しました。

返却本や予約本を中央図書館からそれぞれの地区図

書館や公民館図書室に配送するための配本室や、地

下2階から地下1階にある巨大な自動出納書庫を見

学しました。自動出納書庫では、コンテナに入れられた

本が自動で運ばれてくる様子には大人も大興奮でし

た。 
 

最後は、駐車場

の車庫で、移動図

書館車を見学。子

どもたちは早速、

図書館車に乗って

本を見ていました。  

それから、おはなし

のへやに戻り、クイズの答え合わせをし、星空投影を観

てたんけんツアーは終了となりました。 

 

「親子図書館たんけんツアー」は2019年には3日間行

われていましたが、コロナ下で2年間中止になり、2022

年に1日2回での開催となりました。夏休みの人気の企画

なので、今回も応募者多数で約5倍の競争率だったそう

です。「見学ツアー」の張り紙が随所にあり、ツアーの看

板を持っていると何のイベントかと尋ねられ、次回は参

加したいと話す親子もいました。 

2時間の中で移動し、休憩をとり、盛沢山なスケジュー

ルでしたが、図書館サービスや職員の仕事などを知るこ

とができる楽しい企画です。できれば、回数を増やすとと

もに、小学生だけでなく年齢に応じた内容があるといい

と思います。以前は大人対象のツアーもあったと聞きま

す。レファレンスや、検索機の使い方、今後導入される有

料データベースなど、実際に体験できることは、その後の

図書館利用につながることでしょう。 

今日の子ども達が親の手を離れても図書館へ通って

くれるといいなあと思いました。 （運営委員） 

知らないことがいっぱい☆たんけんツアー  
「令和５年度親子図書館たんけんツアー」に協力して 

日時：  ２０２３年７月２８日（金） 第１回 10：00～12：00 第 2回 14：00～16：00 
会場：  千葉市中央図書館      
参加者：第 1回 子ども 12名 大人 9名 計 21名  協力者：2名 
       第 2回 子ども 11名 大人 7名 計 18名  協力者：2名 
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【関東大震災 検見川事件】 

今年は関東大震災から100年目にあたる。多くの新

聞で特集が組まれていたが、その中の検見川事件に目

が留まった。 

検見川事件というのは「関東大震災後、千葉市

花見川区（旧検見川町）で3名の男性が虐殺され

た事件」である。背景には「朝鮮人が暴動をおこし

て攻めてくる」「毒を井戸に入れた」「東京に放火

したのは朝鮮人だ」などのデマが広まり、内務省

から船橋の行田にあった海軍東京無線電信所船

橋送信所を使って「（前略）朝鮮人の行動に対し

ては、厳密なる取締りを加えられたし」といった内

容の電文が全国各地に打電された。これによっ

て、多くの朝鮮人が被害にあった。検見川では自

警団によって３名の地方出身の日本人が朝鮮人

と思いこまれて殺された。ある新聞では、ほとんど

知られていないこの事件に関心を持ってもらおう

と、20年前から事件の調査を続け冊子※1にまと

めた、島袋和幸氏のことを紹介していた。この冊子

は図書館にも寄贈されている。 

数年前、朝日ヶ丘公民館で毎月第二火曜日

（午前）に開催されている読書会「本の会」（呼び

かけ人：伊藤○○）で、参加者の１人が『いわれなく殺

された人びと～関東大震災と朝鮮人』（青木書店）※2

を紹介した（ここではそれぞれの参加者が本を持ち寄り

紹介するという形式で読書会を行っている）。この時、千

葉市で、それも自分の住んでいる近くで、差別やデマに

よって虐殺された事件が起きていたことを知って大変驚

いた。 

さて、新聞では検見川事件について幾紙が取り上げ

たのだろうか。千葉市中央図書館で調べ方を教わった

が正確には分からなかった。ただ朗報があった。１０月

になればデータベースが導入され、それを利用すれば

調べられるとのことだ。１０月になるのが楽しみである。

その前に知りたい方は千葉県立中央図書館におでか

けください。 
 

※1『関東大震災 千葉県 検見川事件資料集』沖縄

の軌跡/島袋和幸/著（みどり印刷） 

千葉市中央図書館 所蔵１冊 禁帯出

千葉県立図書館 所蔵2冊 禁帯出 
 

※2『いわれなく殺された人びと～関東大震災と朝鮮

人』  千葉県における関東大震災と朝鮮人犠牲

者追悼・調査実行委員会／編（青木書店） 

  千葉市図書館  所蔵16冊    （運営委員） 

 

【図書館のベストセラーの所蔵について】 

2023年8月28日（月）朝日新聞1面・3面に図書館

の人気本所蔵についての記事が掲載された。 

公共図書館で複本（同じ本を複数備える）を過剰に

持つことを禁止、新刊本の発売から購入まで

一定の期間を空けること、地元書店からの購

入など蔵書購入についてのルールが必要か、

今秋にも国が議論の場を設けるという。 

自民党の議員連盟「街の本屋さんを元気に

して、日本の文化を守る議員連盟」（会長=塩

谷立・元文科相）が苦境の書店を支援すると

して出した提言を受けたものだ。   

これに対し、日本図書館協会は、図書館で

の「『過剰な複本』と呼ばれるような実態はほ

とんどなく、最近は資料購入費が減って本を買

えないことの方が問題」と話した。 

日本図書館協会の「図書館の自由に関する

宣言」では、図書館を「国民に知る自由を保障

する機関」と位置づけ、資料を幅広く収集する

ことなどを定めるが、公立図書館での複本に

関しての文科省の定めはなく、各図書館で予

約数や選書方針で決めている。千葉市図書館

の「千葉市図書館資料収集方針」1収集の基本方針

（2）には「利用頻度が多いと見込まれる資料は、 複数

収集し、市民の要求にこたえる。」とある。 

この記事を読んで、同新聞投稿欄「声」、には、「日々

の膨大な出版点数に比べれば、そうした本はごく少数と

いうことでした。図書館として備えておきたい本と、人気

がある本、売れ（てい）る本とは必ずしも一致しません。

一部の複本という「点」をクローズアップして、図書館を

「無料貸本屋」呼ばわりすることは、フェアではないと思

います。」（2023/9/7）という元司書の方からの意見

や、自民党の議員連盟からの指摘に対し、「人々が自

由に図書に接して、自由に考えられることが民主社会

の基礎のはずだ。政府与党や業界の都合で規制や誘

導をされてはならない。」（2023/9/9）という意見もあ

った。 

一方、書店や出版社への影響から、一定の期間の新

刊の貸出制限に理解を示しながらも、物価高で購入を

控え、図書館を利用したいという「声」も切実だ。 

「書店と図書館が敵対するのではなく、共存関係で

読書推進につなげる議論」に期待したい。 
 

書店減少については、「アマゾンを不便にすれば、本

屋に人は戻る？ 政治の助けを求めた先に」（朝日新聞

2023年3月29日）の記事も参考に。 （運営委員） 

新
聞
記
事
を
読
ん
で 
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      地域から  

「訪れたくなる図書室を目標に」 

                                                  都賀公民館図書室  ○○○○ 
 

 都賀公民館図書室は、千葉都市モノレール作草部駅から徒歩 3分のところにあります。 

中央図書館・生涯学習センター・千葉東高校・千葉大学・敬愛大学等、様々な教育関連施設が近くにあるため、その中

で都賀公民館図書室を知っていただき、利用していただくにはどうしたらよいか考えながら、試行錯誤する毎日です。 

  都賀公民館図書室は以前から児童書の貸出が多い傾向にあるため、その充実に力を注いできました。最近は面展示

を増やし、お子さんの目線からよく見えるように書架整理等も工夫しています。一般書では、選びやすさを重視した展示

方法や図書室の奥まで見ていただけるような動線を考えたコーナー作りをしています。 

  この夏は、全世代の方対象の参加型イベント「児童書のおすすめ 教えて！」を実施し

ました。流れ星カードにおすすめの児童書を書いていただき、用意した星空を模した大

きな用紙に貼っていくというものです。星空は２枚になるほど、たくさんの流れ星カードが

集まりました。図書室に来てくださっている方々の声を直接伺えたことは、職員にとっても

大変参考になりました。 

  公民館図書室ならではの親しみやすさを感じていただくことが、再訪への第一歩だと

感じています。これからも皆で知恵を出し合いながら、努力してまいります。 
 

 
読書会報告 「俳句の本を読む」第 66回 
課題本：『俳句いまむかし』 

坪内 稔典/著 （毎日新聞出版） 
日時：2023年8月20日 （日） １４時～１６時 
会場：千葉市中央図書館 グループ研修室  参加者8名 
 

今回から夏の季語に入った。 

〈水張りし夜をいつせいに夏蛙 朝妻力
り き

〉（1946～）著者によれば「蛙」は春の季

語。夏にいる蛙は「夏蛙」「青蛙」「雨蛙」も夏の季語とのこと。 

〈青蛙おのれもペンキぬりたてか 芥川龍之介〉（1892～1927）水にぬれて光る青

蛙をペンキ塗りたてと見た、龍之介の愉快な表現。龍之介の俳号は「我鬼」とあった。 

〈ほととぎす石段だけの廃校地 中川雅雪〉（1948～）石川県珠洲市に住む。いかに

も過疎の町。学び舎はすでになく石段だけが残っているのか。ほととぎすはいろんな

漢字を使う。杜鵑 時鳥 不如帰 子規 田鵑 杜宇。 

〈軽口にまかせてなけよほととぎす 井原西鶴〉（1642～1693） 西鶴の軽口の極み

は矢数俳諧。「一昼夜に作る数を競うのが矢数俳諧。西鶴はなんと二万三千五百句を 

詠んだ。速すぎて記録不能、泡のようにその句は消えた」と著者の説明。 

〈としよりの放課後として新茶汲む 大牧広〉（1931～2019）老年期を人生の放課後とみなす市井人の哀愁をたた

えつつ俳諧味のあふれる作風で 2019年第 53回蛇笏賞を授賞するも、授賞式の前に膵臓癌にて死去。88歳。 

〈彼一語我一語新茶淹れながら 高浜虚子〉（1874～1959）著者曰く「日本語の文化は言葉が少ない状態を理

想とする。夫婦、恋人、親子、「ねえ」「うん」だけのやり取りで通じたら最高。多くをしゃべるときはしばしば危機的だ」

本当だろうか？ 本当です。実感。 

〈あっ僕はあやまらないぞあおばずく おおさわほてる〉（1961～）若い人の句は楽しい。あおばずくは大木の樹洞に

巣を作ったり、昆虫を食べるため夜間に飛来したりと最も人間に身近なフクロウ。だからフクロウを擬人化。 

〈夫恋へば吾に死ねよと青葉木菟 橋本多佳子〉（1899～1963）「吾に死ねよ」と言うのは夫であるとも青葉木菟

であるとも読める。すぐれた句はたいていがいくつもの読みを許す。と著者。 

今回もなかなか進まなかった。次回は１０月、秋になってしまうので季語「夏」の箇所を飛ばしましょうかとの意見も

ありましたが、やはりテキストに沿って季語に拘らず読み進めましょうとの結論になりました。 

次回10月8日（日）2時 頁74から  （運営委員） 

        

 

 

ぶっく・ぶく 

「児童書のおすすめ 教えて！」 

世襲議員・その 2  
 

第2次岸田内閣、20名の閣

僚中、世襲議員8名、女性議員

5名のうち世襲議員は3名。 

おまけに、副大臣・政務官 

54名はみ～んな男性！ 
 
わざわざ女性議員というの

もおかしな話か。小渕さんに叱

られるかしら？ 
 

   知ったかぶり子 
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 みやこ図書館6年目を迎えた館長の髙石と申しま

す。 

これまで図書館勤務の経験がなかった私ですが、

なんとか職員の助けを借りながら業務を続けてきま

した。今回はこの間に感じたことなどについてつづり

たいと思います。 

１、利用者について 

図書館利用者は穏健な方が多いと思います。怒

鳴る方は時々おりますが、ごく一部の方々です。総じ

て良い人が多いのですが中には困った人も存在し、

問題になることもあります。 

特に読書する環境として留意しなくてはならないの

が「におい」や「音」に関しての対応です。強いにお

いがしみついた衣服で来館される方や本自体ににお

いがしみついてしまっていることがあり、対応に苦慮

することがあります。 

また、音に関しても、ボールペンの筆圧が強いとか

ページをめくる際の音が強いなどご本人も気づかな

いうちに音を発しているケースもありますし、何よりも

その感じ方についてそれぞれ個人差がある中で調整

が難しいケースも出てきます。 

しかし、公共図書館としては、これらへの対応も含

め、すべての人々にとって居心地のよい図書館を目

指し利用者間調整をしていくことが必要です。なによ

りも図書館は誰にとってもそこにあり続けることが大

きな役割なのでしょう。 

２、図書館の協力者の皆さんについて 

図書館が誰にとっても居心地がよく魅力ある場所

であり続けるためには、図書館職員だけの力では難

しいということも感じており、協力者の皆さんの存在

はありがたいものです。特にイベント開催の時には主

役はむしろその方々であり、図書館はサポートする側

に立ちます。 

みやこ図書館では、ＮＰＯ法人フォーエバーさんに

全面協力をいただき「みやこ寄席」を長年開催して

いたり、秋の読書まつりの際には、地域おはなしボラ

ンティアさんや似顔絵サークル「みのる会」の皆さん

にお手伝いしていただいております。地域で活躍して

いる方々に図書館を盛り上げていただくことはほんと

に感謝に堪えません。 

３、建物にまつわること 

みやこ図書館は1989年建築で34年が経過し、

白旗分館は1973年建築で50年もの年月が経過し

ています。当然、建物や設備の老朽化は進んでおり

ますが、ちょっとした修繕を行うにもそれ相応の予算

が必要となり、その工面に苦労することは多々ありま

す。突発的な修繕には特に気を使いますが、夏の空

調設備の故障は致命的な影響を与えますので最大

限の注意を払う必要があります。 

昨今の猛暑では、図書館はクールシェアを行う施

設として市民に周知されているわけですが、ここ数年

でも市内何カ所もの図書館で夏場に冷房が止まる

事態が発生しました。みやこ図書館でも数年前、真

夏の数週間冷房故障となり苦慮したことを思い出し

ます。設備のメンテナンスは日頃より入念に行ってい

かなければなりません。  

４、図書館職員について 

以前の図書館職員は司書資格を持った専門職が

多くいて、切磋琢磨しながら上質の図書館サービス

を作り上げていたのだろうと思います。その遺産を活

用しながら現在の図書館運営は維持できているとい

うのが個人的な感想です。 

そして、将来の図書館はデジタル化によって大きく

変革していくのでしょう。既にＮＨＫのニュース番組で

はＡＩアナウンサーが原稿を読み上げています。まだま

だ機械音声の感じがありますが、もしおはなし会でＡ

Ｉが読み聞かせをしていたら恐ろしい光景です。レファ

レンスはＡＩの方が優秀かもしれません。 

図書館の仕事を新しいデジタル技術がどれくらい

代替してくれるかはわかりませんが、使いこなす側の

職員の技量を高めておき、変革に対して臨機応変に

対応できるよう準備して  

おくことは大切です。 

変革のスピードについて 

いけるよう職員一同 

頑張りたいと思います。 

       みやこ図書館随想       

 

 

千葉市みやこ図書館館長 髙石 達也 

 



               ☆ ＹＡ世代の参加を願い、このコーナーを設けています。 

 

75－10 

               

 

 

 
                 

      

作家を部屋に閉じ込めて原稿を執筆させることをカ

ンヅメと呼ぶ。カンヅメの場所はホテルの部屋が一般

的だが、状況が切迫している場合は、印刷所内の簡素

な机と椅子が置かれた部屋になるという。広義にカンヅ

メは、サボりたくなる誘惑を排除して目的達成のために

作業せざるを得ない状況に追い込むこと、と解釈できる。

より身近なカンヅメの例として、自宅ではなく自習室を

勉強場所として選ぶことが挙げられる。 

「としょかんふれんず千葉市」会報57号の巻頭言で

も紹介された、文化庁が平成30年に実施した国語に

関する世論調査によると、47.3%が1か月に1冊も本を

「読まない」、また、「以前より読書量は減っている」との

回答が67.3%と読書量は減少している。にもかかわら

ず、回答者全体の約6割が「読書量を増やしたいか？」

という質問に対して「そう思う」と回答している。それで

は読書量を増やすにはどうしたらよいのだろうか。 

私は読書離れが起こる原因の一つとして、YouTube

やTwitterに代表されるSNSの普及が挙げられると思

う。SNSは（乱暴な言い方だが）、ただ画面を見ている

だけでよいので、能動的に読むことが求められる読書

よりも簡単に情報を獲得できる。両者の長短は相異な

るので、バランスよく接することが重要だろう。とは言う

ものの私自身、電車に乗っているときには、鞄に文庫本

があることはわかっていながらもついついスマホを取り

出してSNSを見てしまう。つまり私はSNSの誘惑に負け、

読書離れに陥りつつあるのだ。このような状況を改善す

るにはどうすればよいか。そう、カンヅメ環境に身を置く

ことである。 

大学生の時に参加した読書会はカンヅメ環境での

読書だった。大学1年生のとき、偶然、掲示板に「ただ本

を読むだけ」という講義を見つけ、これは面白そうと参

加してみることにした。講義当日、教室に行ってみると、

もじゃもじゃの髭を生やしたおじいさんがいた。このおじ

いさんは定年が近い理学系の学部の教授で、読書好き

が高じてこの講義を開講してみたのだという。参加者は

私を含めて4名だった。講義は主に課題図書を皆で読 

んで議論する読書会形式だった。具体的には、数ペー

ジを指定し、指定箇所をその場で読み内容について議

論する、という流れである。ここにカンヅメとしての読書

がある。印象に残っている課題図書はナチスの強制収

容所での出来事を綴った『夜と霧』ヴィクトール・Ｅ・フラ

ンクル/著 池田香代子/訳（みすず書房）である。読書

会では、本に書かれた行動記録を出発点に、なぜこの

ような行動をとったのか？について各自の考えを交えな

がら議論した。自分と他者の考え方の違いには驚かさ

れたが、他者の考えに触れ、なるほどそう考えるのかと

納得することが多々あった。同時に、自分のものの見方

が広がるように感じられ、毎回の読書会が楽しみになっ

た。１回あたりに読み進められる量は限られるのだが、

その反面、対話しているかの如く本とじっくりと向き合う

ことができた。『夜と霧』のような、厚い内容の本を、読

書会形式ではなく自分一人で読んでいたら文字を追う

だけの上辺だけの読書になっていたに違いない。このよ

うに読書会は、カンヅメ環境だけでなく良質な読書体

験も提供しうる。私を含む多くの人にとって、読書会は

読書習慣を獲得するための効果的な手段ではないだ

ろうか。 

読書会体験を振り返っていると、再び読書会に参加

したくなってきた。インターネットで開催状況について調

べてみると、たくさんの読書会が開催されているようだ。

しかし、開催者についての情報が乏しい読書会も多く、

このような読書会への参加は躊躇してしまう。調べを進

めてみると、一部の公立図書館では図書館が主催者と

なって大人向け読書会が開催されている。これなら安

心して参加できる。 

上述したように、 

読書習慣を獲得したいと 

思っている人は多いので、 

ぜひ多くの公立図書館で 

読書会を開催してほしい。 

        読書 とカンヅメ  

                                                稲毛区 ○○ ○○（20代・社会人） 
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「一人の子どもを育てるには一つの村がいる」…こ

れはアフリカの諺で、安心でき信頼できるコミュニティ

の中で多くの人と関わって子どもは育つということを

語っています。いま流に言えば「地域で子どもを育てる」

であり「地域で支える子育て」といったところかも知れ

ません。ではこの「地域」や「支え合い」に子どもや子

育て家庭を育てる「一つの村」がなした役割はどのよ

うに捉えられ実践されていくのかをきちんと考えること

は必要です。 

当たり前の関係性が崩れている社会で親が直面し

ている事態は「家庭の教育力の衰退」という認識では

なく「家庭教育が困難になっている社会での子育て」

であり、その共通認識が第一歩です。「地域」や「つな

がり」という使い慣れた言葉が虚しく聞こえて、どのよ

うに取り組んだらよいか…活動に行き詰まった時に支

えてくれたのは武田信子さんの『社会で子どもを育て

る 子育て支援都市トロントの発想』（平凡社新書）とい

う本との出会いでした。とかく身近で知っているつもり

のテーマに取り組むときに気をつけなければいけない

のは、経験や熱意で考えるのではなく活動の基礎基本

の理解だと思っています。 

 本の中で武田信子さんは「弱い立場の言葉を聞き取

って支援する、あるいは環境をコーディネートするとい

う発想が日本では足りない」と分析し、当事者と支援

者の有機的な《つなぎ》を進めること、それらを含む環

境全体のコーディネーションを促進していくことを説い

ています。個人と環境の相互作用を多くのリソースで

一度に見渡す観点は地域の活動に確かに足りないも

のです。 

エコロジカル・ソーシャル・システムと言われる社会

的関係のレベルは、その機能と役割から大きく三つに

分けられています。その三つとは、マイクロレベル（家

族・友人など）、メゾレベル（学校の先生・仕事仲間・自

治会など）、マクロレベル（社会福祉・文化・経済など）

です。これらのさまざまな視点を一度に考え、親子の置

かれた状況や地域環境を大きく捉えることは実用的だ

といいます。 

 

 

 

 

さらに武田さんは子育て支援都市トロントの研究か

ら人権意識について語り、多様性を尊重するトロントで 

は憲法や子どもの権利条約や学校の授業の中の言葉

でもなく、日常用語として人権が語られていることを伝 

えています。こども基本法が制定され、千葉市でもこど

も基本条例の策定に今取り組んでいます。「地域」「支

え合い」やそれを貫く人権意識についての視点をどの

ように条例策定のプロセスや条例に注いでいけるか

について見つめていきたいところです。 

また私は『月刊社会教育 （特集）地域ぐるみの子育

て・子育ち・親育ち』（２０１６年１１月号）から「親の学び

と社会教育の役割」を活動の指針にしています。子育

ち、子育ては大変だけれども信頼できる仲間をつくり、

その関係性から考えていくこと、子どもも大人も自ら育

ちあう力を持っているというメッセージ、それを引き出し

育む支援を大切にしています。 

先日同じく『月刊社会教育 （特集）地域社会と子ど 

もー子どもを取り巻く環境を考える』（２０２３年６月号）

のなかで、武田信子さんの「『社会的親』を育てる社会

教育」に目が留まりました。「今の孤立した育児環境の

中では子育てが困難であり、子どもの育ちは保障され

難い」とした上で、「必要なのは母親に向けた子育て支

援や家庭教育のみならず、それを越えて、地域の人び

とを『社会的親』にすることである。そして親たちには、

子どもを育てながらどう新しい形でコミュニティに参

画していくかを伝える」ことを記し社会教育の役割を指

摘しています。 

『社会で子どもを育てる』から２０年あまり経ました

が、実践が続いています。再び本を通して武田信子さ

んと出会いました。活動の方向性に自信をなくしかけ

ていたのですが、励ましになりました。本との出会いが

私に「地域の支え合いの子育て」 

を信じて取り組み続ける 

勇気を与えてくれています。 

       「地域の支え合いの子育て」 

取り組みを支えてくれた本との出会い 

稲毛区  ○○ ○○ 

  
                     

     

 

                                          

 

「
地
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合
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✱「としょかんふれんず千葉市」は千葉市図書館の発展を望み活動しています。 

ホームページはこちらから 

      URL  https://furenzu2021.wixsite.com/toshokanfriends  

    または、右の QR コードから読み取ってください。 

 

  

   
としょかんふれんず千葉市  

代 表

【連絡先】 事務局  

 〒 千葉市 

TEL・FAX ０４３（○○）○○ 

 メール   furenzu2021@gmail.com 

     ホームページ URL    

https://furenzu2021.wixsite.com/

toshokanfriends 

年会費  一般 円 学生 500円 

郵便振替 

発 行 者  

落丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

知らせ 

 

丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 
７月２４日(月) 臨時運営委員会    
７月２７日(木) 令和 5年度第１回 

千葉市図書館協議会を傍聴  
７月２８日(金) 中央図書館親子図書館 

たんけんツアーに協力  
8月 ３ 日(木) 運営委員会 
8月 4日(金) 「千葉市公民館を考える会」 

定例会に参加 
８月 ９日(水) 図書館見学 

（佐倉市立佐倉図書館）           
８月 20日(日) 第６６回読書会 

 「俳句の本を読む」 
8月２9日(火) 「千葉市公民館を考える会」 

定例会に参加 
9月 7日(木) 運営委員会 
9月１１日(月) 編集会議               
9月２１日(木) 会報 75号印刷      

う ご き 
 

中央図書館読書まつり PR用のバッジを「としょかん

ふれんず千葉市」が作成することになりました。楽しく

おしゃべりしながらいっしょに作りませんか。 

ご参加いただけるかたのご連絡をお待ちしています。 

 

日  時  10月1日（日）１０時～１４時 

会  場  千葉市中央図書館 団体室 

連絡先  運営委員又は会のメール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

千葉市中央図書館・移動図書館・公民館図書室は 

蔵書点検のため臨時休館になります。 
 

中央図書館 

  令和５年１１月１４日（火）～１１月１８日（土） 

    ※１１月１３日（月）は定例休館日 
 
移動図書館 

令和５年１１月１４日（火）～１１月１6日（木） 

公民館図書室 

令和５年１２月１９日（火）～１２月２２日（金） 

検見川・さつきが丘・千草台・草野・山王・ 

更科・桜木・誉田・幕張西・幸町 
 
令和６年１月１６日（火）～１月１９日（金） 

生浜・幕張・長作・朝日ケ丘・ 

都賀・緑が丘・ 

大宮・みつわ台・ 

若松・越智・磯辺 
 

※地区図書館及び 

分館は通常どおり開館 
 

いっしょにバッジを作りませんか 

 

新千葉県立図書館・県文書館複合施設建築工事
基本設計の概要 

 
千葉県立青葉の森公園内に新たに整備される県立図
書館と県文書館の複合施設について、建築工事基本設
計の概要が 2023（令和５）年８月１０日に千葉県ホーム
ページで発表されました。 
  １階は子どもの読書活動推進センター、障害者サービ
スコーナー、研修室など、２階は一般資料、千葉県資料・
公文書・古文書、３階は閲覧スペースとなっています。収
蔵能力は約２７０万冊。 
  事業スケジュールには、2024（令和６）年度実施設
計、2025（令和７）年度入札・工事開始、開館は 2029
（令和１１）年度の予定とありました。 
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